
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板   
【３月のテーマ】      溶連菌感染症  

高田病後児保育所スタッフより   ようやく厳しい冬が終わり、穏やかな春がやってきました。今月のテーマは春に流行しやす
い『溶連菌感染症』についてです。  
🦠原因・症状🦠  溶連菌感染症は A 群溶血性レンサ球菌(A 群β溶血性連鎖球菌)に感染することで起きる病

気です。感染部位は主にのどで、感染経路は咳や唾液などによる飛沫感染が多いです。感染

し潜伏期間を数日おいて発熱、咳、のどの腫れ、頭痛や腹痛、倦怠感が主な症状で舌の表面

に鮮やかな赤みのぶつぶつが見られる「いちご舌」という症状がでることがあります。また発

熱、のどの痛みから１～２日後に胸や腹部、腕や太腿にかゆみを伴う赤い発疹が全身に現れ 

ることがありますが、通常は１週間程度で発疹の増加は治まり、手足の皮膚がぽろぽろとむ 

けて皮膚はきれいな状態に戻ります。 

 

🏥治療🏥  溶連菌感染症の治療は抗生物質を服用することで行います。抗生物質を１～２日服用する
と熱は１～２日で下がり、発疹も軽快、のどの痛みも１週間以内でおさまります。細菌による

感染なので、薬を飲めば症状は２～３日でよくなっていきますが、発熱や発疹がおさまっても

完全に体から細菌が消えたわけではないので処方された抗生物質を最後まできちんと飲む

ことが大切です。また治癒後に急性糸球体性腎炎やリウマチ熱、アレルギー性紫斑病といっ

た合併症の原因につながることもあるので注意が必要です。 
 

🏠ご家庭でのケア🏠  発熱している時は汗をかきやすくなっています。脱水症状を防ぐためにもこまめに水分補
給をし、こまめに汗をふいてあげましょう。また乾燥した空気を吸い込むと喉が刺激され咳

が出やすくなるので、加湿器を使ったりして適度な湿度を保つようにしましょう。          また感染経路は飛沫感染なので咳やくしゃみによる体液が他人の粘膜に付着し感染してし
まうので、自宅でも兄弟姉妹、とくに乳児等には感染しないように隔離をすることが必要な 

場合もあります。 



   


